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習近平が描く香港 「一国二制度」 の未来像

倉田徹

（立教大学法学部教授）

【要約】

香港国家安全維持法の導入（2020 年）や選挙制度の一方的改変

による民主化の終結（2021 年）など、近年の中国政府の香港に対

する政策は「一国二制度」を破壊していると西側から批判される

が、習近平国家主席は香港の「一国二制度」を高く評価し、長期に

わたり堅持するとしている。政治は「一国」を重視して中央政府に

対する忠誠心を強調し、経済は「二制度」を重視して国際性・開放

性を維持することで、政治と経済を異なる制度で運営する「一都市

二制度」を実現することが、中国政府が理想とする「一国二制度」

である。この体制の下、北京は経済においては政府の役割を増大さ

せる新しい政策を実施しようとしており、実現すれば香港経済のあ

り方にも歴史的な転換をもたらす可能性もあるが、その成否は未知

数である。
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一　はじめに

2022 年 6 月 30 日から 7 月 1 日にかけて、中国の習近平国家主席

は返還 25 周年式典に参加するために香港を訪問した。中国国家主

席は返還から 5 年ごとの節目には必ず香港を訪問しており、習近平

自身にとってもこれが 5 年ぶりの訪問であった。

この 5 年間の香港は激動の時代であった。2019 年には逃亡犯条

例改正反対運動から派生した大規模な抗議活動・民主化運動が展開

され、中国政府・香港政府を大いに苦しめた 1。しかし、2020 年に

は中国政府は香港国家安全維持法（国安法）を制定して反撃に出

て、多数の民主派関係者が逮捕されたり、民主派に関係する政治団

体や社会団体が多数解散したりした 2。2021 年には中央政府は一方

的に香港の選挙制度を改変し、「愛国者による香港統治（愛国者治

港）」を掲げて、40 年近く続いてきた香港の民主化を事実上終わ

らせた上、民主派を政界から徹底的に排除した。

この間の変化は、香港の「一国二制度」の統治システムを根本か

ら改造したと言っても過言ではないであろう。国安法制定は国際社

会から大いに批判された。同法制定過程の 2020 年 5 月 29 日には

米国のトランプ大統領が会見し、「一国二制度」は「一国一制度」

になったと述べ、香港に対する特別待遇の取り消しを宣言し、順次

制裁も導入された。2020 年 11 月 23 日に発表されたイギリス政府

の 2020 年上半期の香港報告書は、「香港の高度の自治、権利と自

1 その詳しい展開についてはすでに多数の書籍が刊行されている。ジャーナリス

トによる多数の優れた記録のほか、学術書としては倉田・倉田（2019）、倉田

（2021）や、馬嶽（2020）などがある。
2 同法がもたらした各種の問題を詳細に論じた書籍として、廣江・阿古（2021）が

ある。
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由は、（香港の 1997 年返還を定めた 1984 年の）『中英共同声明』

に明記されている。しかし国安法を強制し、その数ヶ月後には選挙

で選ばれた立法会議員の資格を剥奪した北京の決定は、たった 5ヶ

月の間に 2 回の大規模な共同声明違反が行われたことを意味する。

このことは、中国が『一国二制度』の枠組みに関する約束を守る

意思に対し、深刻な疑問を投げかける」と批判した（Foreign and 

Commonwealth Office 2020, 5）。多くの西側諸国の政府とメディ

アは、国安法によって「一国二制度」が壊れたと考えており、香港

は今後大陸と全く同様の制度に変えられて行くと予想している。

ところが、こうした劇変の末に、今回香港を訪れた習近平が強調

したのは「一国二制度」を堅持するとの姿勢であった。6 月 30 日

の香港到着と同時に行った講話では、習近平は「一国二制度」は

「良い制度（好制度）」との表現を初めて用い、これを揺るぎなく

堅持さえすれば香港の未来は必ずさらによいものになると述べた 3。

翌 1 日の式典での講話では、習近平は「『一国二制度』は実践の過

程で、国家・民族の根本的な利益に合い、香港・マカオの根本的な

利益に合うことが繰り返し検証されており、14 億あまりの祖国の

人民の力強い支援を得、香港・マカオ住民の一致した擁護を得、国

際社会の普遍的な賛同を得ている。このような良い制度は、変える

理由が一切なく、長期的に堅持せねばならない 4」と述べた。

デモが一切なく、メディアが次々と閉鎖され、民主派が政界から

完全に追放された上に次々と逮捕されている国安法体制下の香港の

政治が、それ以前の自由な市民社会を備えた香港とは完全に異質な

存在になっていることは疑いようもなく、「一国二制度」が変質し

3 この講話の全文は香港 01（2022a）。
4 この講話の全文は香港 01（2022b）。
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ていることは明らかである。しかし、習近平の発言を見る限り、政

権は香港を中国の他の地方都市と全く同じ「一国一制度」の存在に

することを志向しているわけでもないようである。それでは、習近

平が定義する「一国二制度」とはどういったものなのか。習近平は

香港のどういった独自性を残そうとしているのか。本稿では主に民

主派の排除以後の政治状況の特徴を考察することで、北京の意図を

分析し、香港の将来を見通してみたい。

二　 「一国」 を強調する政治

1　習近平の業績としての香港の 「安定」

習近平の香港での講話は、この 2 年余りの香港政治をどう評価し

ているのか。6 月 30 日の講話で習近平は、「過去の一時期、香港

は次々と厳しい試練を経験したが、一つ一つリスクや試練に打ち勝

った。風雨を経た香港は復活し、生気に満ちてきた」と評した。

現政権は、抗議活動の鎮圧を成功体験として強調している。習近

平が総書記に三選された党大会の直前の 10 月 15 日、『人民日報』

が「任仲平 5」の署名で掲載した、習近平の 10 年の治績を総括する

1 万字を超える長文では、習近平が香港の「返還後最も厳しい局面

に際し、中央政府の香港に対する全面的統治権を守り、実行するこ

とを提起し、一つの法律（引用者注：国安法を指す）で香港を安定

させ、方針を定めて、香港を乱から治への段階から、治から興への

新しい段階に進めさせた」ことを、コロナ対策や軍の改革などと並

ぶ、習近平が「自ら計画し、指導し、指揮した」6 つの成果の一つ

であると論じている（人民網 2022b）。

5 このペンネームは「人民日報重要評論」の略語「人重評」の同音語と見られている。
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先述の通り、国安法は「一国二制度」のあり方に大きな変更を加

えた。これを主に西側諸国では、「五十年不変」を約束された「一

国二制度」の破壊であると非難する論調が強い。しかし、中国政府

はその立場をとらない。5 月 27 日に香港政府が開催した香港基本

法フォーラムにおいて、全国人民代表大会常務委員会法制工作委

員会主任で香港基本法委員会主任の沈春耀が発言した 6。沈春耀は、

「一国二制度」は最初の五十年には変えてはならず、五十年が経っ

た後も変える必要はないと言いながらも、同時に、「一国二制度」

に予測不能な新しい試練が伴うのは必然であり、「一国二制度」は

時とともに進化せねばならず、硬直化してはならないとも論じた。

国安法による大きな制度改変を正当化する論理を沈春耀は展開した

のである。

沈春耀は同じ講話で、「一国二制度」は全く変わらないわけには

行かず、実践の中で偏りが生じた場合は適時に糺す必要があるとも

称している。北京の論理においては、恐らく香港が「五十年不変」

で資本主義経済であり続ける限り「一国二制度」は続いているとさ

れているのであり、国安法による政治の急変は「適切な修正」に過

ぎないのである。そうした「修正」は一種の進化として肯定されて

いる。この論理展開においては、北京がいつ、いかなる形で香港の

政治を改変しようとも、「一国二制度」が壊れたことにはならな

い。中央政府は自らの都合次第で、望む時に、望むように香港政治

のルールを改変して良いのだと、自ら宣言した形である。

それでは「修正」の方向性や、「修正」を行う基準はどこにある

のか。習近平は 2017 年の返還 20 周年式典の際、一国が根であり、

根が深ければこそ葉が茂る、一国が幹であり、幹がしっかりしてこ

6 発言の要点は文匯網（2022）などを参照。
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そ枝が繁ると論じている。こうした「一国」を強調する議論は、近

年北京関係者から日常的に聞かれるようになっている。これを踏ま

えれば、国安法制定に限らず、今後も「一国二制度」に「修正」が

不断に加えられて行く可能性があり、その場合の「修正」は基本的

に「一国」の強化の方向に向けて行われると想定されよう。「一国

二制度」は、元来「高度の自治」、「現状維持」、「五十年不変」

といったキーワードで特徴付けられてきたが、そうした側面を骨抜

きにするような変化が生じたとしても、北京にとってそれらは所詮

枝葉の問題にすぎないということになるであろう。

2　 「愛国者治港」 の人選基準

中央政府が「乱から治」を実現したとする香港政治の変容は、特

に二つの要素によってもたらされている。一つは国安法の導入であ

り、もう一つが選挙制度の改変である。後者については、北京はこ

れによって「愛国者治港」を実現したと評価している。

5 月 30 日、当選後に北京を訪問した李家超次期行政長官に対し、

習近平国家主席は、「去年以来、新しい選挙制度の下で、香港では

相次いで選挙委員会選挙、第 7 回立法会選挙、第 6 期行政長官選

挙を行い、いずれも成功した。新選挙制度は『愛国者治港』の実

現（中略）に決定的役割を果たしたことが、実践によって証明さ

れた。これは『一国二制度』の方針・香港の現実・香港の発展の需

要に合う政治制度・民主制度であり、ますます大切にして長期にわ

たり堅持せねばならない」と述べた（人民網 2022a）。習近平は

7 月 1 日の講話および 10 月 16 日の党大会での講話でも「一国二制

度」の「堅持」を求めている。香港の民主化を「突然死」させたと

も言われる選挙制度の改変は、北京では大いに肯定的に評価されて
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いる。

新しい選挙制度では、選挙委員会・立法会・行政長官のいずれ

の選挙においても、候補者が選挙委員から指名を受けることの要

件化や、政府による候補者の資格審査、市民の投票権の剥奪など

によって、民主派を完全に排除することを可能にしている。さら

に、民主派ではない「建制派（体制側）」に分類される者の間で

も、中央政府の「ゴーサイン」なしには出馬できず、出馬できても

「祝福」されていない者は当選できない。形式上は選挙が行われ

ていても、競争は全て北京によって演出されている。西側諸国で

は、候補者が一人だけに留まった 5 月 8 日の行政長官選挙を「選

挙（election）」と呼ばない表現が多く見られた。EU の声明では

選抜（selection）という語を用いたし、CNN は選挙委員が李家

超を指名した（appointed）と報じた。ウォールストリートジャー

ナル、フィナンシャルタイムズ、ブルームバーグは李家超が確認

（confirm）されたと表現した（明報新聞網 2022d）。

言い換えれば、香港基本法によって北京に任命権があるとされ

ている行政長官や高官のみならず、香港内部で選出されると規定さ

れてきた各種の議員についても、事実上中央政府が選抜していると

言える。緩慢な民主化が進められてきたかつての香港では、一般に

親中派と論じられてきた財界出身の議員なども、既得権を守るため

に政府への抵抗を示す場合があったのみならず、自由への抑圧にも

時に反発し、政府を苦しめてきた。例えば、かつて香港の三大政党

の一角を占めた自由党は、2003 年には 7 月 1 日の「50 万人デモ」

を受けて国家安全条例に反対に転じて同条例を廃案に追い込んだ。

2014 年の雨傘運動の期間中には、同党リーダーの田北俊立法会議

員は梁振英行政長官に辞職を促した。2019 年の抗議活動期間中に

は、財界人の李嘉誠は若者を寛容に扱えと促した。こうした態度は
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大陸側のメディアなどで批判もされていたが、それでも香港の民意

或いは既得権益層内部の支持があれば、ある程度反抗的な勢力も公

職につく道が存在していた。しかし、今回の制度変更はこうした親

政府派内部の抵抗からも一切影響され得ない北京の一方的な決定の

形で執行され、香港から変更の内容について意見を反映させる余地

はほとんどなかった。また、新制度では議員を含む各種の公職への

出馬に際し、事前に選挙委員会の指名を受けたり、資格審査委員会

の審査を受けたりすることを義務づける制度が導入され、事実上北

京への服従が出馬の要件とされた。民主派のみならず、親政府派の

政府に対するささやかな抵抗の力も大きく殺がれ、香港の公職人事

のシステムはより北京の意思を直接反映させるものに変更されたの

である。

それでは北京はどういう人物を政治のポストに就けているのか。

行政長官と、ナンバー2 の政務長官の人選は異例であった。7 月

1 日に着任した李家超行政長官は、高校卒業後に警察官として採用

され、刑事として凶悪事件を多く担当し、最終的に香港警察のナン

バー2 である警務副処長にまで昇進した人物である。つまり、李家

超は官僚や政治家というよりも、根っからの警察官である。李家超

はその後 2012 年には治安を担当する保安局の副局長、2017 年には

林鄭月娥行政長官の下で同局長に就任した。その任期中に発生した

2019 年の抗議活動では、李家超は警察力による強硬な弾圧を主導

した。

李家超は 2021 年 6 月に政務長官に就任した。主にキャリア官僚

が務めてきた政務長官に、警察出身者が就任したのは前例がなく、

これは民主派弾圧に対する北京からの論功行賞であろう。それから

一年足らずで李家超を行政長官に据えた人事は、中央政府の意向を

忠実に執行し、反対派を押さえ込んだ香港警察への北京の信頼の表
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れである。

李家超の後任の政務長官に選ばれたのは陳国基である。陳国基の

経歴も異色である。専門学校の樹仁学院を卒業した後、入境処（入

管部門）職員として採用された。1998 年から 2001 年まで香港政府

の北京事務所で勤め、その際に清華大学で法学の学位を取得してい

る。2016 年まで一貫して入管部門で勤めた後、2017 年に林鄭月娥

に抜擢されて行政長官弁公室（事務所）主任を務めていた。香港と

大陸の間の人の流れを扱う入管業務の都合上、北京との関係が深い

人物であることは想像に難くない。入管は香港では警察と同じく治

安部門の扱いであり、制服組の「武官」が続くことになった。

「制服組」の寵愛は、或いは習近平の志向かもしれない。中央

政府においても 6 月 24 日、公安部長に習近平の側近と目される王

小洪が就任した。王小洪は福建省の警察官から内部で出世した人物

である。これも、地方幹部出身者の「文官」が公安部長に就任する

という、過去 20 年来の慣例を打ち破った異例の人事であった。ま

た、忠誠を重視した異例の人事は、李強上海市委書記が、コロナ対

策で失政を批判されたにも関わらず党ナンバー2 となり、次期総理

に就任するとされるなど、三期目の習近平総書記を支える政治局常

務委員が習近平に近い者で固められた人事とも軌を一にする。

3　忠誠の要求

「制服組」の強みは、厳格な命令系統の下で組織の統制を保つ

能力にあろう。実際、李家超が強調したのは忠誠心であった。4 月

9 日、行政長官選挙への出馬を正式に表明する記者会見で、李家超

は冒頭 8 分間の発言において、「出馬の決定は私の国家に対する忠

誠から出ている」、「忠誠ある政府を作らねばならない」と、「忠
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誠」の語を 2 回用いたことが話題となった 7。

中国共産党政権に対する忠誠は、一般の公務員も含めた、政治に

携わる者に広く求められる。10 月 19 日、李家超は行政長官就任後

初の施政方針演説を行った 8。演説では、公務員は「国家の主権・安

全・発展の利益を守る意識を備え、『愛国者治港』の原則を履行せ

ねばならない」として、『公務員ガイドライン』を改正し、今日の

公務員が持つべき基本的信念と道徳の原則を明記するとした。これ

について楊何蓓茵公務員事務局長は 10 月 25 日の立法会で、公務員

が政治的中立を口実として政府の仕事を執行しないことは許されな

いと述べ、2009 年制定の現行の公務員ガイドラインから、公務員

は公職を履行するにあたり、「自身の党派的政治関係あるいは党派

的政治信念に支配されたり、影響されたりしてはならない（公務員

事務局 2009）」などとしている「政治的中立」の概念を削除する

と明言した（明報新聞網 2022j）。

10 月 22 日の第 20 期党大会の閉幕以後、香港政界では関連する

座談会が様々な場で繰り返し開催された。ある公務員は『明報』記

者に対し、上司から党大会の精神を学ぶ学習会を大いに開催するよ

う指示されたと証言している（明報新聞網 2022k）。そうした会の

中でも特に大規模なものが、40 の政党・商業団体・社会団体など

の共催の形で 11 月 17 日に開催された。会では北京の出先機関であ

る中央政府駐香港連絡弁公室（中連弁）の駱恵寧主任が、香港には

闘争する勇気と闘争する力が必要である、断固として国家の主権・ 

安全・発展の利益を守れといった、習近平の常用句を用いた訓示を

行った。また、特別行政区の全ての住民は、自覚を持って中国共産

7 李家超の発言全文は大公網（2022a）。
8 演説全文は李家超（2022）を参照。
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党の領導を尊重・擁護せねばならないとも述べ、全ての香港住民に

共産党への忠誠を要求した 9。

中央政府の忠誠心は、実際に香港の政策の制定や執行に影響を与

えている。2021 年の国慶節に合わせ、「万衆護港同盟協会」とい

う組織が政府に申請し、元朗地区の街頭に 1200 枚あまりの国旗を

20 日間掲げた。政府路政署は道路使用の申請に基づいて、同団体

に 14 万 7 千香港ドルの費用を請求した。これを左派の「KOL（Key 

Opinion Leader の略、おもにネット上で活発に言論活動をしてい

る者を指す）」と称されるコラムニストの屈穎妍が 7 月 19 日にと

りあげると、親政府派の立法会議員多数が路政署に説明を求めた。

批判された路政署は 20 日、費用の免除を決定して返金した。21 日

李家超行政長官は、自身が路政署に免除を指示したと明かした（李

先知 2022）。この事件が示したのは、行政長官が自ら一地域の行

政に介入しなければならないほど、国家への忠誠は重視されてお

り、国家への忠誠が行政のルールを凌駕するようになっているとい

う現状である。

8 月 2 日、米国のペロシ下院議長が台湾を訪問すると、同日深夜

から香港政府および高官はこぞってペロシの台湾「竄訪（こっそり

と訪問すること）」を非難する声明を発出した。李家超は 3 日に

は Facebook ページに動画を掲載した。動画には、李家超が政府の

立場を述べ、それを政務長官・財政長官・司法長官の 3 長官がう

なずきながらメモをする内容が含まれているという（明報新聞網 

2022g）。用語法や表現の方法に至るまで、中国式の政治文化が香

港に浸透してきている。

立法会では 11 月 9 日、「党大会の精神を学び香港の発展を推進

9 駱恵寧の発言全文は大公網（2022b）。
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する」と題する議案が審議された。通常の議案には合計 4 時間まで

という審議時間制限が設けられていたが、梁君彦立法会主席はこの

議案に限って時間無制限とした。多くの議員がこぞって党大会を称

賛する発言を行い、9 日には審議を終えることができず、10 日に継

続審議した上に議案は可決された。

4　新たなエリートの登用

一方、行政長官や政務長官といった中枢から少し離れた職にお

いては、こうした「忠誠」の重視とは異なる論理が見える。その例

として、2022 年 12 月 18 日の立法会補欠選挙の候補者選びの展開

は興味深い。選挙委員会枠選出の 4 議員の空席を補うこの選挙は、

名目上選挙ではあるが、1500 名の親北京派の委員による選出であ

り、実際には誰が候補者となるか、当選するかは基本的に中央政

府の差配によっていると広く見なされる。このため、選挙実施が

決まった後の長期にわたり、恐らく北京からのゴーサインがないた

め誰も立候補の意思を示さず、11 月 1 日から 14 日と設定された立

候補受付の期間開始後も手続きをする者が誰もいない状態が一週間

以上続いた。民主派が出馬できず、市民が投票できない選挙におい

て、候補者は選挙活動を早期に開始して市民の間で知名度を稼ぐ必

要はない。こうした、選挙戦が遅く始まる傾向は、2021 年の選挙

制度の改変以後、香港の他の選挙一般において見られるようになっ

ている。5 月 8 日の投票の約一ヶ月前の 4 月 3 日に李家超の出馬の

可能性が北京に近い一部メディアに報じられ、翌 4 日に突然現職

の林鄭月娥が辞職を表明して、瞬時に大勢が決まった行政長官選

挙は、そうした「新しい選挙戦」の代表格と言える。結局、11 月

9 日の親北京派紙『星島日報』がリークとして、「関係方面が 8 日
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夜に補選の出馬名簿を決定した」との情報を報じると（星島新聞網 

2022）、同日以降、この報道の通りの合計 6 名の候補者が相次い

で立候補手続きを行った。

注目されたのは候補者の背景である、6 候補のうち、黄錦輝中文

大工程学院副院長・尚海竜商湯科技香港公司総経理・李広宇香港

I.T. 人協会理事長は、イノベーション・テクノロジー方面の職業

経験を持つ。『信報』の報道によれば（信報財經新聞 2022）、中

連弁の担当者は出馬手続きの 1ヶ月以上前から香港政界に対し、今

立法会にはどういった人材が欠けているかを尋ねて回っていたとい

う。これに対し、多くの者がコロナ対策に威力を発揮した漢方医の

代表がいないと答えたといい、実際に漢方医の陳永光が出馬した。

6 候補者はいずれも専門職の者であり、従来主に草の根の高齢者を

束ねて忠実に親政府派の候補を支えてきた、「地区人士」と称され

るコミュニティ団体の者は一人も出馬していない。「地区人士」系

の議員や党員を多数抱える最大政党 ･ 民建連の中では、コミュニテ

ィ活動に長年従事してきた党員が、中連弁の専門職エリート偏重に

不満も持っているという。

中連弁の専門職重視の意図はどこにあるのか。同報道ではあるベ

テラン議員が、昨年選出された立法会議員のうち、こうしたコミュ

ニティ団体出身の一部議員の議会での仕事ぶりが「民主派化」して

いると批判している。民主派不在となった立法会において、民主派

との対抗という存在意義を失った一部の親政府派議員は、政府のコ

ロナ対策を激しく非難するなどした。親政府派が民主派に劣らぬ激

しい政府批判を展開したため、中央政府が気にするほどになったと

黄国健行政会議メンバーは述べている（明報新聞網 2022c）。し

かし、北京が「愛国者治港」の議会に求めるのはそうした政府に対

するチェック機能ではなく、専門的な意見を政府に提供する一種の
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諮問機関としての役割なのであろう。これは香港立法会の「人民代

表大会化」とも言えるであろうし、民主化以前の植民地期香港政治

の特徴であった「行政による民意の吸収 10」への回帰ともとれる。

専門職重視は、民主派排除後の新たなエリートの登用という側面

もあるだろう。従来香港では、教育界・法律界・社会福祉業界など

の業界では、圧倒的に民主派への支持が強かった。親政府派の政党

などは、これらの業界で民主派に対抗する人材を育成しようと努力

してきたが全く成功しておらず、近年中産階級の専門職はむしろ民

主派寄りの傾向を深めていた。表 1 は、返還後の立法会職能別選挙

枠のうち、民主派が獲得した枠の一覧である。教育界・法律界・衛

生サービス業界・社会福祉業界といった枠は民主派が一貫して議席

を得ており、近年は他の中産階級枠も民主派が押さえるようになっ

ていた。

しかし、国安法体制においてこうした民主派の専門家は政界から

一掃され、逮捕される者や国外に逃れる者も多数現れた。そうした

不足を埋める、親政府派の新たな中産階級を政府は必要としている

のであろうと考えられる。

即ち、北京は高官人事において忠誠を専門性よりも重視する一

方、議会の人選においては専門性が優先されている。こうした傾向

は、親政府派の政治勢力の構図に今後変化をもたらし、香港のエリ

ートの入れ替えにつながる可能性があろう。

10 金耀基は、エリート集団を政府が行政の政策決定機関に加え、一定のエリートの

融合を実現するプロセスを「行政による政治の吸収」と定義した。これによって、

香港政庁は民主化を実現せずとも、強力な反政府エリートの成長を抑えることに

成功してきたとする（King 1975）。
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表 1　�立法会「伝統職能別選挙枠（30議席）」のうち民主派が当選
した枠

年 議席 獲得率 民主派が当選した枠

1998 5 16.7％ 教育界、法律界、衛生サービス業界、社会福祉業

界、IT 業界

2000 5 16.7％ 教育界、法律界、衛生サービス業界、社会福祉業

界、IT 業界

2004 7 23.3％ 教育界、法律界、会計界、医学界、衛生サービス業

界、社会福祉業界、IT 業界

2008 4 13.3％ 教育界、法律界、衛生サービス業界、社会福祉業界

2012 6 20.0％ 教育界、法律界、会計界、衛生サービス業界、社会

福祉業界、IT 業界

2016 8 26.7％ 教育界、法律界、会計界、医学界、衛生サービス業

界、建築・測量・都市計画・造園界、社会福祉業界、

IT 業界

（注） 「伝統職能別選挙枠」とは、職能別選挙枠のうち、2012 年に新設された業界に関係なく

選出する「区議会（第二）」枠を除いたものである。業界別の選挙枠が 28 設定され、「労

働界」が 3 議席を選出する以外は全て 1 枠につき 1 議員が選出される。

（出典）筆者作成。

5　弾圧手段はさらに強化されるか

それでは、このような「一国」重視の政治の下で、これまで苛烈

に行われてきた各種の弾圧はさらに強化されるであろうか。

中央政府の立場は、国安法の導入はまだ国家の安全を守る香港の

法整備の初歩的段階というものであり、さらなる取り締まりの様々

な手段が提起されている。2022 年 2 月 14 日、陳積志民政事務局長

代理は立法会で、フェイクニュースの問題の研究を上半期に完成さ

せ、政府に具体的提案を提出すると述べ、立法で違法化するのも選

択肢の一つとした（明報新聞網 2022b）。また、許正宇財経・庫

務局長は 5 月 25 日の立法会で、法律を制定してクラウドファンデ



問題と研究� 第 52 巻 1 号

－40－

ィングを規制するための諮問を今年第 4 四半期に実施すると述べ

た（明報新聞網 2022f）。これらが実現すれば、さらなる言論統制

や、反政府派の資金源を断つための手段として使われるであろう。

中でも、基本法第 23 条によって香港の義務とされている、国家

の安全を守るための立法が実行されるかどうかは注目されている。

2003 年に大規模抗議デモの末に国家安全条例が廃案となって以

来、同立法作業は滞っていたが、民主派が議会から排除された今、

廃案の懸念はなく、立法に必要な条件は整っている。

しかしながら、実際の立法作業は停滞している。鄧炳強保安局長

は 2 月 8 日、立法会保安事務委員会に出席し、5 月に同委員会で 23

条立法の諮問を開始し、年末までに草案を立法会の審議にかけると

の日程を一旦は提起した（明報新聞網 2022a）。しかし、実際には

諮問は開始されなかった。5 月 11 日の立法会に出席した際、鄧炳

強は新型コロナウイルス感染症と、国際情勢の急激な変化によって

立法作業が影響を受けていると釈明した（明報新聞網 2022e）。

結局政府は、一旦は今年の立法アジェンダに入れていた 23 条立法

を 10 月になって取り下げて、今年の立法化を断念した。李家超行

政長官はこれについて、地政学の状況が急速に悪化しており、国際

情勢の変化に対してどういった法律の手段が必要かを再検討する

ことが必要がとなったためと、10 月 11 日に釈明した（明報新聞網 

2022h）。

23 条立法については、返還後一貫して中央政府が香港に対して

制定を求め続けている。しかし、23 条立法が未実現であっても、

現在の香港ではすでに 2020 年に国安法が制定され、民主派などの

排除には国安法のほか、植民地期以来の香港のいわゆる「悪法」も

大いに動員されている。例えば、毎年 7 月 1 日のデモや、2019 年

の逃亡犯条例改正反対運動での 200 万人デモなど、大規模デモを
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開催してきた民主派の連合組織である民間人権陣線は、警察から

1949 年の改正社団条例によって導入された団体の登録の義務を果

たしていないとされ、最終的に解散に追い込まれた。天安門事件追

悼集会などは、デモや集会の許可申請を義務づけた 1949 年制定の

公安条例に基づいて不許可とされ、開催不能とされたり、同日に活

動した者が逮捕されたりしている。反政府的な言論活動について

は、刑法に 1938 年に導入された扇動罪が適用されて逮捕が相次い

でいる。この状況下で 23 条立法に緊急性がないのは明らかであろ

う。

三　 「二制度」 維持を志向する経済

1　中国経済に必要な 「国際金融センター」

このように、中央政府は政治の面において「一国二制度」の「一

国」を強調し、共産党政権が築いた党国体制のピラミッドの下に香

港を組み込むと同時に、下からの抵抗を根絶するための措置を大規

模に導入している。中央政府の体面を保つため、また、香港内部の

強硬派を慰撫するために、政府はさらなる強硬な取締法の制定を提

案し続けることになるであろう。しかし、実際に立法にこぎ着ける

かどうかについては、別の問題を考える必要がある。特に、フェイ

クニュースとクラウドファンディングの取り締まりは、経済活動に

対する影響が指摘されているからである。

7 月 1 日の講話では、「一国」を強調した政治面での発言とは対

照的に、経済における香港の「二制度」を高く評価する内容が目立

った。習近平は香港経済の「自由とオープンさは世界に冠たるもの

であり、ビジネス環境は世界でも一流」と述べると同時に、「コモ

ンローを含む従来の法律が守られ、発展してきた」ことや、「司法
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機関は法に基づいて独立した裁判権を行使」してきたことも評価し

ている。これまで中国式の政治体制の優位性を誇り、西側の民主主

義制度の欠点を批判し続けてきた習近平の口から、イギリスが残し

た法律を評価する言葉が出たのは全く異例である。ここからは、香

港に対して向けられている国際社会の強い疑念と、経済界の不安を

払拭したいという習近平の意向が見て取れるであろう。

2　政府の市場への介入増加

もっとも、香港の経済の仕組みは、「二制度」を長期にわたり堅

持すると言いつつも、実際は政治の変化を受けて大きく変わる可能

性もある。習近平は 7 月 1 日の講話で、「統治の理念を転換し、政

府と市場の関係をしっかりと把握して、役割を果たす政府と効率の

よい市場をさらによく結合せねばならない」と述べている。

香港の政府と市場の関係は、完全なレッセ・フェールと言いうる

かどうかは別として、基本的には政府が市場への介入を極力控える

自由主義経済の特徴が返還前から一貫していたと言えるであろう。

1980 年、当時の財政長官であったフィリップ・ハドンケイブは「積

極的不干渉主義（positive non-interventionism）」という呼称で香

港政府の財政哲学を定義した。これは不干渉を旨としつつも、住宅

や教育など、必要の際には介入するという意味と解される。返還後

には曽蔭権行政長官が「小さな政府、大きな市場」を掲げた。これ

らにそれぞれの意味の微妙な違いはあっても、市場経済重視の大方

針は変わっていない。

経済の自由はとりわけ金融業にとっては利点が大きく、新自由主

義的な立場をとるミルトン・フリードマンなどの論者から特に高く

評価され、香港経済の優位性の基礎と見なされてきた。しかし、近
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年中央政府に近い者からは、こうした香港政府の市場経済重視に対

する不満や、問題視の声が強まっていた。香港経済は不動産と金融

への傾斜を強める一方、ハイテク化には成功せず製造業は衰退して

いた。こうした状況を生んだ原因は政府の無策にあるとの指摘が繰

り返され、近年の左派系のメディアでは「積極的不干渉」は通常批

判的に論じられていた。

李家超行政長官の初の施政方針演説では、「小さな政府、大き

な市場」からの転換を示唆する画期的な提案が行われた。「香港投

資管理有限公司」の新設である。同社は既存の政府系基金を統括す

る。戦略的産業に投資したり、財政と土地の優遇措置を与えたりす

ることにより、バイオ・人工知能・デジタル科学・金融工学・先進

的製造業・新エネルギーなどの企業を誘致するとしている。

香港投資管理有限公司は、シンガポールの政府系投資会社である

テマセクの香港版とも称される。香港大学の経済学者である鄧希煒

は『明報』の取材に対し、同社の設立は、香港が産業政策の時代に

入ることを意味するとしている（明報新聞網 2022i）。政府が市場

経済重視から開発主義へと転換するならば、香港にとってはあるい

は有史以来の大きな政策変更となる可能性もあるだろう。恐らくそ

の背景には、2020 年以降、国家安全維持公署や国家安全委員会を

新設し、従来の中央政府駐香港連絡弁公室も業務を拡大してプレゼ

ンスを高めてきた、開発主義志向の中央政府の意向があるのではな

いかと推測される。

3　強いられた現実への妥協

しかし、香港には 19 世紀以来の小さな政府の伝統があり、現在

の政府は社会政策の多くを民間団体に委ねることを前提として編成
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されている。「中国式」の社会の管理を導入しようとしても、容易

に実現できるものではない。

「中国式」政策が挫折し、現実への妥協を強いられた典型例が、

香港のコロナ対策である。香港の防疫には中央政府が介入し、大規

模検査や隔離による「動態ゼロコロナ」政策の採用を求められた。

香港社会には、世界で 2021 年後半以降多数派となって行った「ウ

ィズコロナ」の政策をとって国際社会とのつながりを回復すべきと

の声も強かったが、政府は「ゼロコロナ」を実現して大陸との往来

再開を実現することを最優先にすると強硬に主張し続けた。しか

し、住民を徹底的に管理する仕組みを持たず、外国人の反発も強い

香港では、中国大陸のような厳格な隔離は実施できなかった。香港

では 2022 年 2 月から 3 月をピークとする大規模な感染爆発が発生

し、習近平国家主席は香港に対して防疫を最優先にすることを求め

る重要指示を発出した。しかし、林鄭月娥行政長官がそれを受けて

一旦は実施すると発表した全市民の強制検査は、結局実施できなか

った。

その中で、香港では住民以外の入境禁止や航空便の運航禁止によ

って、国際的なイベントやビジネスの往来が中止されるなど、「ゼ

ロコロナ」政策の副作用が顕著となった。結果的に、7 月 1 日の李

家超行政長官の就任後には、ホテルでの隔離義務を廃止したり、入

境後にレストランへの入場などが禁じられる医学観察の期間を短縮

したり、PCR 検査の回数を減らしたりと、明らかに「ウィズコロ

ナ」に転じる政策が急ぎ執行された。それでも香港では、すでに防

疫上の意味が疑われている医学観察をなくすことはできなかった。

これは、習近平国家主席が未だに「ゼロコロナ」を看板政策にして

いる中で、香港政府が無為無策と批判されることを回避するためで

あると見られるが、3 日間レストランへの入場が許されない規制に
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より、観光客の来港に支障が生じる状態が 11 月以降も続いた。

また、中央政府は 2021 年 6 月、外国の対中制裁の実施に関与し

た者に対抗する形で制裁を加えることを規定した反外国制裁法を成

立させた。その後 8 月 17 日から 20 日に開催された全国人民代表大

会（全人代）常務委員会では、反外国制裁法を香港基本法の付属文

書 3 の、香港に適用する全国法のリストに加えることを審議した。

香港適用の実行は必至と思われていたが、実際には決定はなされな

かった。香港の金融機関は、中国と西側諸国をつなぐ機能を担って

おり、米中両国の法律の下で活動を続ける必要がある。こうした金

融機関は、米国が中国や香港に対して科している制裁に反する行動

をすると、米国内での事業が困難に陥る。しかし、そうした米国政

府に合わせる行動を、仮に反外国制裁法が「外国による対中制裁へ

の関与」と見なすならば、金融機関は翻って中国による制裁に直面

することになる。この状況下では金融機関は業務が困難となり、中

国にとってもそれは大きなマイナスである。報道によれば、反外国

制裁法の香港適用を回避することは、金融機関や外国政府が中国に

ロビー活動を行った結果と推測されている。香港の代表としてこの

全人代常務委員会に出席していた譚耀宗は、常務委員長会議が決定

の先送りと検討の継続を決定したと明かしている。譚耀宗は、国家

は香港が引き続き国際金融センターとしてあり続けることを非常に

支持しており、採決の延期は良いことだと述べている。香港政府も

声明を発出し、中央はずっと香港特区の発展と香港人の福祉に関心

を持っており、全人代とその常務委員会の決定は香港の利益に帰着

するもので、香港政府は全力で支持し協力すると述べている。香港

の銀行公会も適用見送りを歓迎した（明報新聞網 2021）。

10 月 6 日には、ロシア鉄鋼業界の大富豪で、欧米諸国や日本か

らプーチン大統領の盟友と見なされ、ロシアのウクライナ侵攻以後
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制裁対象とされているアレクセイ・モルダショフが所有する大型ク

ルーズ船が香港の水域に来航した。欧米諸国は制裁対象者が所有す

るクルーズ船の没収などを進めているが、香港政府はこれに対し

「別の司法管轄区による一方的制裁を執行しない」と表明し、モル

ダショフに制裁しない姿勢を示した。これに対して米国は、香港は

オリガルヒの避難所になると警告した。フィナンシャルタイムズ紙

の報道に拠れば、同紙記者に対して米国務省関係者は、多くの国か

ら制裁されている個人が香港を避難所として使うことは、香港の

ビジネス環境の透明性をさらに疑わせると述べたという（Financial 

Times 2022）。

結局船は 15 日後の 20 日に香港の水域を離れた。それが香港政

府の圧力によるのか、船が自ら離れたのかは明らかになっていな

いが、外交摩擦は一旦収束した。この事件によって、ロシアと香

港の経済関係が注目されることとなった。ブルームバーグの報道

によれば、香港の弁護士事務所には、ニューヨークやロンドンなど

よりも友好的な司法管轄区で拠点を設けたいと考える、国営も含む

多くのロシア企業が連絡してくるという。しかし、香港の銀行や監

査法人は欧米の制裁を恐れ、ロシアとの取引には後ろ向きだという

（Bloomberg 2022）。香港の民間企業、とりわけ国際的な業務に従

事する、外資を含む金融機関などは、中国の外交上の立場と合致す

る態度を必ずしも取るわけではない。

このように、「二制度」の特殊性は、中国が国益として維持する

ことを志向するということのみならず、国際金融都市としてシステ

ムを作り上げてきた香港で「中国式」を実施することの限界も示し

ているのである。
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四　おわりに

2020 年の国安法導入と、2021 年の選挙制度の改変は、「一国二

制度」の香港の政治体制を根本的に変えた。自由な市民社会や、民

主化の漸進は一切なく、自治は骨抜きにされている。

しかし、それでも中国は、香港を中国大陸と全く同じシステムに

改造するという意味での「一国一制度」を志向してはいない。習近

平は中国大陸と異なる香港の制度を、経済の分野にほぼ限定して残

存させようとしているのである。米ドルと固定された香港ドルによ

って、世界から外貨を集めることができる香港は、上海や深圳など

では代替できない、中国経済にとって極めて重要な機能を果たして

いるからである。習近平にとっての「二制度」は、こうした経済に

おける特殊性を意味する。政治は中国式に改造しても、経済の独自

性・国際性は維持することにより、香港という一都市において、政

治と経済を異なる体制下に置く「一都市二制度」を、習近平は目指

していると考えられる。

もっとも、現時点で言えるのは、香港で政府が積極的に産業政

策を利用して強力に経済界を牽引し、中国経済にも奉仕することを

中央政府が希望し、そのための体制作りに着手する意志を示したと

いうところまでである。問題は、そうした計算通りに香港を変貌さ

せることが、当局にとって可能か否かである。国際金融センターと

しての自由を維持しながら、工業の振興などで政府が市場により深

く関与する体制作りを実施する過程は、政治と経済の接触面を広げ

る。そこに生じる事態は、自由主義経済を 19 世紀から貫いてきた

香港にとって未経験のものである。

その過程には多くのリスクが伴うであろう。小さな政府と中立的

な行政を特徴としてきた香港の政治は、政府の役割の拡大と、共産
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党政権に対する忠誠の重視へと統治理念が転換され、それが実際の

政治のあり方を徐々に変えつつあると考えられるが、北京の宿願と

もいうべき脱政治化された経済都市が出現するかどうか、中央政府

と香港政府の統治能力が問われる。

（寄稿：2022 年 11 月 30 日、採用：2023 年 1 月 30 日）
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習近平所擘劃的香港「一國兩制」願景

倉田徹

（立教大學法學部教授）

【摘要】

近年，中國政府在香港實施維護國家安全法（2020 年）和片面

改變選舉制度等措施（2021 年）造成香港民主化的終結，這些措施

雖然引發西方國家批判中國破壞「一國兩制」的聲音，但習近平國家

主席對於香港的「一國兩制」仍給予高度評價，並有意長期堅持。中

國政府理想的「一國兩制」，正是香港當前的情況。亦即，在政治上

強調重視「一個國家」，效忠中央政府，在經濟上則是重視「兩種制

度」以維持國際性 ‧ 開放性，實務治理上採取政經制度相異的「一

城兩制」。在此體制下，北京當局意圖擴大政府在經濟層面的功能，

以實施新政策，若能付諸實行的話，固然可能為香港的經濟樣貌帶來

歷史性的轉變，然而能否成功仍是未定之天。

關鍵字：一國兩制、習近平、香港政治、香港經濟
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Xi Jinping’s Vision of the Future of Hong 
Kong’s “One Country, Two Systems”

Toru Kurata
Professor, College of Law and Politics, Rikkyo University

【Abstract】

The Chinese government’s recent policies toward Hong Kong, 
such as the introduction of the Hong Kong National Security Law 
(2020) and the end of democratization through unilateral changes to 
the electoral system (2021), are said to be destroying the “one country, 
two systems” principle. Despite criticism from the West, President Xi 
Jinping highly values Hong Kong’s “one country, two systems” policy 
and vows to stick to it for the long term. The Chinese government’s 
ideal state of “one country, two systems” emphasizes “one country” 
in the field of politics and emphasizes loyalty of Hong Kong to the 
central government. On the other hand, in the field of economy, Xi 
Jinping is trying to maintain internationality by emphasizing “two 
systems.” The Chinese government’s is trying to realize “one city, two 
systems,” in which the politics and the economy are managed under 
different systems. Under this system, Beijing is trying to implement 
a new policy that will increase the role of the government in the 
economy. If it is realized, it may bring about a historic change in the 
Hong Kong economy, but its success or failure is unknown.

Keywords:  one country, two systems, Xi Jinping, Hong Kong politics, 

Hong Kong economy
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